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勝
太
夫
の
律
儀

聞
の
詰
所
へ
徒
出・

無
制
帥
怠
令
勤
評
候
川
町
北
ハ
・
絡
に
御
絢
懸
り
不
小

悶
人
へ
御
籾
山
地
り
.
共
後
は
叉
如
元
被
召
使
候
。

候
o
m
I
年
東
海
道
よ
り
江
戸
へ
被
成
御
座
候
時
分
、
御
供
の
被
仰
出

も
畑
山
一
之
候
得
共
・
叉
間
人
致
御
供
候
。
大
井
川
水
険
組
出
候
て
・
難

渉
程
陀
候
得
共
、
御
馬
K
て
可
有
御
波
山
被
仰
候
。
共
時
雨
入
申
合

候
は
・
此
時
大
事
の
所
に
て
候
。
た
と
ひ
水
陀
溺
候
て
も
・
御
馬
の

側
を
少
も
離
間
放
候
曲
、
定
陀
約
昨
附
い
た
し
候
て
御
供
仕
、
川
を
渡

り
巾
候。

位
十
渡
り
候
時
・
御
刃
向
持
巾
候
御
徒
小
兵
に
て・

銃
陀
水

陀
溺
れ
御
刀
筒
へ
も
水
入
可
申
と
仕
候
時
、
源
六
や
が
て
御
刀
筒
を

取
候
て
御
供
仕
候
。

共
時
源
六
川
岸
陀
成
候
て
・
却
て
と
る
ぶ
者
じ

ゃ
と
仰
む
に
候
て
、
政
六
へ
は
御
阿
限
り
巾
候
。
惣
八
は
何
も
可
仕

部
無
之
‘
見
合
能
在
候刷出
・
御
来
上
り
被
遊
候
へ
ば
御
馬
脊
切
申
候
。

沓
総
得
も
跡
へ
下
り
巾
候
。
共
際
に
宿
一
有
之
候
て

、
例
以
替
か
h

り
有

微
妙
公
今
の
盆
形
陀
て
泊
矢
被
逃
候
。
百
的
御
通
し
可
被
成
と
て
、

度
々
一
夜
潟
射
候
得
共
、
八
九
十
迄
は
泊
り
候
て
、
百
出
川
陀
は
絡
に
浦

不
申
候
。
或
時
堂
形
御
米
倉
裁
併
の
天
野
勝
太
夫
と
い
ふ
も
の

に、

矢
田
被
仰
付
候
。
兆
時
九
十
二
三
本
巡
り
候
て、
今
少
に
罷
成
候
時
、

共
内
一
本
答
不
巾
候
。
御
立
に
は
唯
今
の
矢
は
、
地
に
通
り
候
と
思

召
候
・
何
と
て
と
た
へ
不
申
侠
哉
と
尋
候
へ
と
御
芯
に
付
・
御
近
哲

夫
野
市
a

候
は
・
通
り
不
申
候
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は
き
矢
に
て
候

衆
尋
被
由
候
へ
ば

之
を
見
付
候
て
・
惣
八
や
が
て
走
車
川
・
官
官
を
取
候
て
自
身
打
申
候
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由
巾
上
候
。
去
ど
も
悩
に
通
り
侠
と
.
再
三
御
訟
に
付
.
二
三
度
も

問
返
し
候
得
共
.
兎
角
通
り
不
巾
候
。
は
き
矢
無
紛
候
由
御
訪
中
候
。

以
の
外
御
機
嫌
あ
し
く
.
弓
矢

E
御
投
被
成
御
入
紋
成
候
。
北
ハ
後
何

も
臨
時
太
夫
へ
申
候
は
.
何
K
も
成
不
申
慌
を
申
上
候
。
通
り
伎
と
巾

候
へ
ば
定
数
候
。
今
少
に
成
候
て
残
念
成
俄
・
御
機
嫌
も
そ
と
ね
巾

由
申
候
へ
ば
、
藤
太
夫
申
候
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・
左
様
陀
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。
御
前
民
泊
り

候
哉
、
不
通
快
哉
・
御
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難
被
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候
民
付
、
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然
れ

ば
此
方
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、
御
前
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中
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て
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。

然
所
泊
り
も
せ
ぬ
矢

然
成
へ
右
の
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中
よ
り
、

老
女
一
人
走
出
候
て
‘
代
も
不
梯
杏
を
取

候
。
狼
新
と
て
走
寄
り
候
を
不
榔
、
杏
を
打
仕
廻
候
て
、
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よ
り
銭

二
三
十
文
取
出
し
・
や
か
ま
し
宮
奴
め
と

τ商
へ
打
つ
け
候
へ
ば
・

銭
は
は
ら
/¥
と
地
へ
議
申
候
を
・
御田向
上
よ
り
御
覧
被
成
、
惣
八

そ
れ
は
い
か
い
都
じ
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、
過
る
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¥
と
御
意
に
て
候
。
此
時
初
て

を
-
通
り
候
と
巾
・候
儀
は
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開師
立
不
申
候
。
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を
も
、
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